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平成27年度フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 「京都大学の改革と将来構想」の一環として、本事業を明確に位置付け、研究支援体制

の充実、融合チーム研究プログラム等の実施など、着実に事業が展開されつつあり、おお

むね順調に進んでいることが確認された。今後、本事業のロールモデルとして成果の活用

を期待したい。 

特に優れた点 

○ URAのキャリアパスとして、首席専門業務職、上席専門業務職、主任専門業務職、専門

業務職の職位を導入し、昇任・昇級システムが機能している。 

期待する点 

○ 平成28年度からの「部局URAの所属を本部学術研究支援室に一元化する「オールURA

体制」への移行については、URA配置のスケールメリットを十分活かすとともに、多様な

ニーズに応じた研究支援活動が展開されるよう、取組を適切に進めることを期待する。 



（機関名：京都大学） 

平成27年度フォローアップ結果コメントに対する事業の課題と展望 

【全体を通した所見】-課題を踏まえての現在進行中の取組- 
京都大学の研究力強化に向けて、URA組織である学術研究支援室（KURA）は、「研究支援体制」及び融合

チーム研究プログラム等の「各種取組」について毎年度PDCAサイクルを回し改善している。例えば本年度
は、学内改革の施策立案に必要なデータ分析機能をKURAに構築し、本学のIR機能の一端を担う体制とし
た。また、これまでも他大学からの多数の要望に応え、積極的に本学の取組を個別に紹介して研究支援に
係る知の共有に努めてきたが、本年度は新たに、本学の先進的な取組を発信するため、WEB上で事業内容
や支援体制の詳細を公開した（http://www.kura.kyoto-u.ac.jp/results/）。平成29年 5月には成果公開
シンポジウムの開催を計画しており、事業内容のより広い共有と発信を図る。 
【特に優れた点】-URAの昇任・昇給システムの進展状況- 
 平成27年度に勤務評定制度の設計に着手し、平成28年度から昇任・昇給システムに同制度を導入した。
そして本年度は、下記新体制（一元化）において旧部局URAも含めた KURA全 URA（42名*）を対象に統一
評価を可能とした。*内訳…本補助金雇用21名、自主経費雇用21名（H28.10.1現在） 
【期待する点】-「オールURA体制」の進捗と効果- 
 本学では他大学・研究機関に先駆けて本部URA組織に加えて部局URA組織を配置した。それによりURA
の多様な活動を学内の個々の研究者に対して展開できた。一方、その二元体制は、本部と部局の緊密な連
携を目指すにあたり課題も残した。そこで、平成28年度からURA体制の一元化（サテライト化）を実施し、
URAの多彩な専門性とスケールメリットが最大限発揮できるような新たなURA組織のモデルを構築した。
これにより、本学の将来構想（WINDOW構想）の実現に向けた学内組織横断的な取組がさらに加速している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【今後の課題と展望】 
 京都大学におけるURAシステムの体制は整いつつある。次のステップは、この体制をより安定的に維持
し、継続的に発展させることである。そのためには学内でのURAシステムの内在化に向けた取組が欠かせ
ない。そこで現在、京都大学におけるURA組織と研究力の強化に向けた取組について、全学的な共通理解
をより一層浸透させる活動を開始している。また同時に、URAの継続的雇用に向けて学内で積極的に検討
を始めている。今後も、日本のURAシステムを先導する役割を担っていく。 
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○ 「オールURA体制」の進捗と目指すべき効果が確認できた。展望に沿った着実な取組と
今後の展開を期待する。 

 


